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評価項目 純粋想起 助成想起 行動課題
ナチュラルメイク 32 42 6
ハロウィンメイク 20 1 8
オフェロメイク 19 5 4
アイメイク 12 11 0
傷メイク（*） 10 1 1
ノーメイク 8 11 0
ゾンビメイク（*） 7 1 0
オルチャンメイク（*） 7 0 1
大人メイク 3 16 12
すっぴんメイク 3 6 5
血色メイク 2 13 2
リップメイク 1 12 1
かわいいメイク 1 8 5
仮装メイク 1 3 1
ボルドーメイク 1 4 3
秋色メイク 1 12 21
セクシーメイク 0 2 1
整形メイク 0 1 0
カバーメイク 0 6 0
マットメイク 0 0 3
ホラーメイク 0 1 0
フェミニンメイク 0 4 0
素肌メイク 0 6 2
アートメイク 0 0 0
美白メイク 0 2 4
ヌーディメイク 0 0 0
その他 29 0 10
回答数合計 157 168 90
無回答 4 10 11
（*）については助成想起において選択肢になかった項目である。
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プ使用に対し回答がなかった頻度は６名であった。
注目している秋のメイクカラーはボルドー、カーキ、レッド、バーガンティなど多彩であり、
「大人メイク」への関連性もみられている。
５．フレグランスの評価指標
香水は多くの種類の香りを調合し、香調を楽しむための代表的フレグランス商品である。従
来は、高級品、嗜好品として位置づけられてきていたが、最近は日常生活にファッションアイ
テムとして手軽に使用される傾向がある。本実験では女性用香水として、比較的嗜好性の高い
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最もこだわっているアイテムは何ですか？
アイテム 回答数
ベースメイク関連小計 25
ファンデーション 10
ベースメイク 6
下地 5
BBクリーム 3
コンシーラー 1
リップメイク関連小計 21
リップ 19
リップティント 1
リップクリーム 1
アイメイク関連小計 20
アイシャドウ 8
アイライナー 3
アイブロウ 3
アイメイク 1
マスカラ 2
アイプチ 2
眉マスカラ 1
その他小計 2
チーク 1
ベビーパウダー 1
回答数合計 68
無回答 19
この秋注目しているメイクアップカラーは？
色 名 回答数
ボルドー 18
カーキ 11
オレンジ 9
ブラウン 9
レッド 6
ワインレッド 5
ぶどう色 3
バーガンディ 3
ピンク 2
秋色 2
パープル 2
ベージュ 1
スモーキーカラー 1
くすみピンク 1
ナチュラル色 1
シルバー 1
朱赤 1
暖色系 1
黒にちかい赤 1
ネイビー 1
ラメ感 1
シャンパンゴールド 0
青～緑 0
回答数合計 80
無回答 14
表２．短期大学学生のメイクアップに関する属性
図８．香りの評価用語のサンプリング結果
フローラル系、フルーティ系の香りについて、官能評価実験を実施し、データ解析により、分
析指標と嗜好指標の関係を解析した。
５－１．評価用語の予備検討４）
香りの評価用語収集は短期大学生の演習課題（10名のデータを集約；2015年12月実施）にて
実施した。下記の評価用語集約結果及び、香りの品質設計用語から評価用紙を作成した。
５－２．香りの評価
５－２－１．評価方法
⑴ 評価用紙（図９）
以上の評価用語、及びフレグランスの汎用表現に基づき、香りの評価用紙を設計した。評価
項目は嗜好性を含む12項目から構成され、７段階評価の評点法を適用した。
⑵ 評価者
18－20才を中心とした女性（学生評価者70名）で、実験は神戸山手短期大学の講義時間にて
設定した（2016年10月実施）。
⑶ 評価対象
評価対象はフローラルノート（花の香り）とフルーティノート（フルーツの香り）の特長を
もつ既存品を選定した。主な香調を下記に示す。
香水B グリーンライラック、シシリアンレモン、藤、桃
香水R ライチマンダリン、グラニースミス、ばら
香水Y ダマスクローズ、ローズペタル、ザクロ
⑷ 香りの提示方法
講義用の教室を会場として設定し、通気性に配慮した。順序効果等を配慮し、評価者群を３
グループに分割して評価順を割り付けた。香水は匂い紙を使用し、ブラインド評価を実施した。
⑸ データ解析
データは量的変数として解析した。プログラムは日本科学技術研修所 JuseStatworks Ver.5を
使用した。
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５－２－２．結果と考察
⑴ 品質評価
香水BとYは比較的近い特性があるが、両者ともさわやかさ、大人っぽさに特長がある。嗜
好性も比較的高い。香水Bは清涼感や透明感が感じられる。香水Rは甘さ、かわいさ、華やか
美ファッション評価指標のいくつかの方向性
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図９．香りの評価用紙
図10．香水の香りのイメージと嗜好性
さがあり、嗜好性は低い。以上は平均値からの知見であり、自由回答についても同様な傾向が
みられている。自由回答の集約結果を以下に示す。
香水B：さわやか、柑橘系、石けんの香り、やさしい香り
香水R：甘い香り、女の子の香り
香水Y：さわやか、大人っぽい
⑵ 基本統計量（表３）
嗜好性についてのデータ範囲に注目すると３種の香水の評点頻度分布は７点（非常にに好き）
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表３．基本統計量
香水Ｙ
香水Ｂ
香水Ｒ
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から１点（非常にきらい）までわたっており、嗜好性のばらつきがあり、個人差傾向が強い。
歪みパラメータについては香水B、Yは７点に偏り、香水Rは１点に偏り、嗜好性の傾向に差
がみられている。尖りの高い評価項目としては、香水Rの甘さが特徴的であり、香りの印象と
しては独自性を持つことが示されている。香水のデータには常に個人差があり、評価者、評価
対象の効果を考慮して、データ構造を吟味する必要があることが示唆されている。
⑶ 解析データの作成と傾向
嗜好に関する評価傾向を検討するために、３種の香りの嗜好性のいずれかに５点（やや好き）
以上を回答した評価者57名を抽出した。評価用語間の相関を解析するために、評価者57名×評
価対象３種の171ケース、評価用語12変数のデータ行列を作成した。基本統計量については嗜
好性の尖りが低く、平坦な分布であることから、個人差の大きさが観察されている。相関性に
ついてはさわやかさ、甘さ、透明感、清涼感、軽さ、嗜好性に関連性があり、やさしさ、やわ
らかさにも弱い相関が観察され、複数の評価指標が導かれることが示唆されている。
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表４．相関性を検討するデータの基本統計量
図11．香りの評価用語の相関性
表５．主成分分析結果
図12．主成分分析による同時布置図
⑷ 主成分分析
相関係数を出発行列とした主成分分析の結果、さわやかさ指標（さわやかさ、軽さ、透明感、
清涼感が関連する）と甘さ指標（甘さ、かわいさが関連する）が導出され、二つの指標に関連
のある位置に嗜好性、やさしさ、やわらかさが方向づけられている。同時布置図の層別プロッ
トよりさわやかさ指標は香水B、Yに依存し、甘さ指標は香水Rに依存していることがわかる。
本実験では香りの分析指標が導出され、嗜好との関連が明確に示された。香りの嗜好性はさわ
やかさ、甘さなど複数の評価用語と関連性があり、個人差が顕著であることが示唆された。
６．化粧水の評価指標
化粧水は最も一般的で、日常的に使用される化粧品である。特に日本では四季の変化があり、
皮膚生理を定常状態に保つため、年齢を問わずに使われる傾向がある。そのためスキンケアの
中心商品として位置づけられ、高級品から一般品まで多様な商品が流通している。本実験では
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前報５）で使用した汎用の化粧水から２タイプを選定し、短大生の評価指標と一般女性の評価
指標の比較を実施した。
６－１．実験方法
⑴ 評価用紙（図13）
前報５）で実施した化粧水官能特性の表現の集約結果及び化粧品の品質設計を基準に評価用
紙を設計した。評価項目は嗜好性を含む７項目から構成され、７段階評価の評点法を適用した。
化粧水には触感以外に香りの特性等があり、評点評価と併せて、自由回答を収集した。
⑵ 評価者
18－20才を中心とした女性（学生評価者18名）で、実験は神戸山手短期大学の演習時間にて
設定した（2016年５月実施）。また比較検討のため日本科学技術連盟官能評価セミナーにて一
般女性（11名）のデータの収集を実施した（2016年５月、10月）。
⑶ 評価対象
評価対象は汎用の化粧水２品を選定した。官能特性は以下の通りである。
化粧水G：さっぱりタイプ（賦香品）
化粧水 P：しっとりタイプ（無香料品）
⑷ 化粧水の提示方法
講義用の教室またはセミナー室を会場として設定し、実験実施においては、順序効果を考慮
し二グループに評価者を割り付けた。化粧水はボトルに充填しブラインド評価とした。インス
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図13．化粧水の評価用紙
トラクションにおいては、使用部位に前腕屈部を指定し、化粧水を指で適量塗布し、直観的評
価を基本的に教示した。
⑸ データ解析
データは量的変数として解析した。プログラムは日本科学技術研修所 JuseStatworks Ver.5を
使用した。
６－２．結果と考察
⑴ 品質評価（図14）
品質評価は平均値プロットと自由回答により実施した。ますレーダーチャートによると二つ
の化粧水は平均的に以下のような品質特性を持つ。
化粧水G：なじみが早く、さっぱり感、さらさら感がある。
化粧水 P：とろみがあり、しっとり感、べたつきがある
嗜好性について化粧水Gは比較的高い。
自由回答による詳細な情報は以下のように要約される（図15）。
化粧水G：さらさらしてなじみがよい。春夏でも使えそう。
少量でもよく肌にのび、なじみが良い。
（香りについては意見が分かれた）
化粧水 P：とろみに大きな特長があるがぬめりも感じる。
保湿はしっかりしてくれそうだがべたつきが気になる。
⑵ 評価者群による評価傾向
短大生と一般女性の化粧水の評価傾向は全体的に類似している。各群の異なる点を中心に特
長についてまとめる。
短 大 生：自由回答において「さっぱり」「さらさら」「しっとり」「とろとろ」「ぬめぬめ」な
ど感触に関するコメントが多い。
一般女性：なじみについてのコメントがあり、評点においてはなじみの平均点が低い。評価
用語と嗜好性を関連付けてコメントする。
以上の評価傾向はスキンケア使用経験、肌質、保湿に対する意識・行動、日常生活の違いを
反映していると考えられる。
基本統計量（表６）を観察すると、全般的に短大生の尖りパラメータは小さく、評価が分散
する傾向がある、一般女性については全般的に尖りが各項目で大きく、各評価用語に対する一
致度が高い。化粧水の官能評価項目群は相関が高い傾向があり、相互依存性（評価用語の相関
間関係）の傾向が二つの評価群で異なる可能性がある。
⑶ 解析データの作成と傾向及び相関関係（表７）
評価用語間の相関を解析するために、評価者×評価対象をケース、評価用語を変数としたデー
タ行列を評価者群毎に作成した。短大生群のデータに関しては嗜好性以外の評価用語間に比較
的強い相関関係が存在し、分析的観点からは一次元尺度の介在が推定される。一般女性群に関
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しては全般的に相関がみられるが、なじみは相関性が小さく、一次元性が比較的低い傾向があ
る。
⑷ 主成分分析（表８、図16）
短大生群については主成分分析の第一主成分の寄与率が60％以上と高く、評価構造の一次元
性が認められ、同時布置図においては、さっぱり―しっとり尺度によって化粧水は分類されて
いる。嗜好性は第二主成分を構成するが、分析的な評価項目との関連がみられず、嗜好性の説
明には限界がある。品質の総合指標は確立されているが、嗜好性については評価用語と明確な
因果関係が確立されていない段階であると推定される。
一般女性群については二つの主成分によって評価指標が構成される。寄与率の大きな軸とし
ては短大生群と同様にさっぱり―しっとり尺度が介在するが、なじみ、とろみによって構成さ
れる軸が存在し、化粧水の品質特性が二つの指標によって集約された。更に嗜好性とさっぱり
美ファッション評価指標のいくつかの方向性
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短期大学学生 一般女性
短期大学学生（化粧水Ｇ）
一般女性（化粧水Ｇ）
短期大学学生（化粧水Ｐ）
一般女性（化粧水Ｐ）
図14．評価群毎の平均値プロット
図15．自由回答データ
－しっとり軸の関連が高いことが同時布置図によって示された。一般女性群においては、いく
つかの官能特性を関連付けて化粧水を分析する傾向がある。以上よりスキンケア経験を重ね、
感覚を磨くことにより、評価指標の多次元性をもち、「自分の化粧水」を見出す機会が開けると
考えられる。
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表６．基本統計量
化粧水Ｇ（短大生）
化粧水Ｐ（短大生）
化粧水Ｇ（一般女性）
化粧水Ｐ（一般女性）
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表７．評価用語の相関関係の解析
①基本統計量
短大生群
一般女性群
②相関係数行列
短大生群
一般女性群
表８．主成分分析結果
短大生群 一般女性群
７．総括
本報のいくつかの調査や実験において評価指標の導出プロセスをとりあげたが、定量的なフ
レグランス、化粧水の官能評価データ解析により、いくつかの分析的な評価指標が導出され、
嗜好性が相互依存性をもつという評価構造がみられた。化粧品をはじめとした美ファッション
の研究には、多くの言葉で表現される多次元性と、個人差が介在するが、本報のような手法を
通じ、多次元性を縮約し、評価群毎に構造解析をすることができる。
化粧品やファッションは日常生活で使用するものであり、評価指標を意識し、継続すること
で美ファッションの多次元性を感覚的に取得し、観察力、分析力を高めることができる。更に
想像力、表現力を広げることで魅力的な生活を実現する総合力を獲得ことができる。短期大学
での研究の立場からは、次の一手は評価指標を行動指標へと転換することであり、神戸におけ
る美やファッションの独自性に貢献できればと考える。
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図16．同時布置図（●：化粧水Ｇ ×：化粧水Ｐ）
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